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社会運動に関する報道

社�

会
運
動
に
関
す
る
報
道�

―
―
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
運
動
の
意
味
づ
け
に
関
す
る
考
察
―
―宋　

　
　
　
　
　
　
　

愛

一　

問
題
の
所
在

　

本
研
究
の
目
的
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
立
場
か
ら
、
日
本
に
お
け
る

「
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
に
関
す
る
研
究
の
現
状
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
は
、
日
本
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
々
的
に
変
化
し
た
。
商
業
志
向
の
新
聞
「
都
市
報
」
や
ポ
ー
タ
ル
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
、
従
来
の
共
産
党
機
関
紙
と
異
な
っ
た
内

一　

問
題
の
所
在

二　

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
権
力
性

三　

反
Ｐ
Ｘ
運
動
及
び
そ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究

四　

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
分
析

五　

考　

察

六　

結　

び
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容
を
読
者
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
政
府
行
為
を
監
視
し
報
道
す
る
と
い
う
こ
と
が
中
国
国
内
で
も
機
能
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
勃
興
に
よ
っ
て
、
情
報
が
政
府
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
人
々
の

元
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、「
中
国
ネ
ッ
ト
世
論
」
に
関
す
る
研
究
も
、
二
〇
一

〇
年
代
以
降
に
増
加
し
た
。
そ
う
し
た
研
究
で
み
ら
れ
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
多
元
化
し
た
言
説
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
楽

観
論
と
、
新
た
な
技
術
に
よ
っ
て
政
府
側
の
検
閲
・
統
制
が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
悲
観
論
の
二
つ
が
中
心
で
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
の
発
展
と
言
論
の
自
由
・
多
元
化
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

一
方
、
商
業
紙
や
ネ
ッ
ト
世
論
が
果
た
し
た
監
視
機
能
に
関
す
る
研
究
で
あ
れ
、
政
府
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
発
言
に
対
す
る
規
制
に
関
す
る
研
究
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
研
究
が
共
通
し
て
抱
え
る
問
題
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
の
関
係
性
」
と
い
う
問
題
を
過
度
に
単
純
化
さ
せ
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や

ネ
ッ
ト
世
論
が
政
府
を
監
視
、
い
わ
ゆ
る
「
番
犬
機
能
」
を
果
た
し
、
第
四
の
権
力
の
行
使
主
体
と
な
り
え
る
の
か
、
も
し
く
は
政

治
エ
リ
ー
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
政
治
権
力
の
客
体
と
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
論
点
に
問
題
関
心
が
集
中
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
理
論
に
立
脚
し
考
え
る
際
に
、
こ
の
よ
う
な
主
体
／
客

体
と
い
う
二
分
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
の
関
係
性
の
ご
く
一
部
を
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
と
い
う
問
題
設
定
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
関
係
性
は
以
下
の
よ
う
に
類
型
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
第

一
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
権
力
行
使
の
主
体
で
あ
る
同
時
に
、
権
力
行
使
の
客
体
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

政
治
エ
リ
ー
ト
の
言
動
を
監
視
で
き
る
一
方
で
政
治
エ
リ
ー
ト
に
統
制
さ
れ
る
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
中
心
と
す
る
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
。
第
二
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
組
織
や
業
界
の
価
値
判
断
が
、
ニ
ュ
ー
ス
生
産
過
程
で
強
く
作
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
選
択
さ
れ
た
争
点
が
全
国
範
囲
ま
で
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
事
例
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
出
来
事
の
取
捨
選
択
を
権

力
行
使
の
一
形
態
と
み
な
す
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
研
究
と
連
関
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
第
三
は
、
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マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
社
会
的
「
現
実
」
を
構
築
・
構
成
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
問
題
や
争
点
の
存
在
を
突

き
止
め
、
報
道
す
る
こ
と
で
「
現
実
」
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
う
し
た
「
現
実
」
に
基
づ
い
て
世
論
が
形
成
さ
れ
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
は
世
論
を
動
員
す
る
権
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
第
四
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
行
う
名
付
け
や
意
味
付
け
の
問
題
で
あ
る
。
こ

の
過
程
で
メ
デ
ィ
ア
は
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
解
釈
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
社
会
に
対
し
て
一
定
の

価
値
観
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
（
大
石　
二
〇
〇
六；

二
〇
一
四
）。

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
中
国
メ
デ
ィ
ア
研
究
で
権
力
「
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
の
関
係
性
」
が
語
ら
れ

る
時
に
は
、
第
一
番
目
に
挙
げ
た
類
型
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
が
権
力
行
使
の
主
体
／
客
体
と
い
う
点
の
み
が
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
、
陳
雅
賽
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
の
温
州
鉄
路
事
件
に
お
い
て
、
微
博
（
中
国
版
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
が
公
権
力
を
監
視
す
る

機
能
を
果
た
し
、
ま
た
微
博
に
代
表
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
世
論
が
既
存
の
主
流
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
に
対
し
て
影
響
・
圧
力
を
か
け
た
と
い

う
（
陳　
二
〇
一
五
）。
ま
た
、
王
に
よ
れ
ば
、『
南
方
都
市
報
』
を
始
め
と
す
る
中
国
の
商
業
紙
が
、
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
し

な
が
ら
政
府
の
不
正
行
為
を
告
発
し
、
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
正
当
性
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
成
功
し
、「
世
論
監
督
」
の
機
能
を
果

た
し
た
と
い
う
（
王　
二
〇
一
三；

古
田　
二
〇
一
五
）。
そ
れ
に
対
し
、
于
海
春
は
、
中
国
の
ポ
ー
タ
ル
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
情
報
源

は
国
営
通
信
社
な
ど
の
既
存
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
組
織
に
高
度
に
集
中
し
、
政
府
の
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
果
的
に
作
用
し
て
い
る

と
論
じ
る
（
于　
二
〇
一
七
）。
ま
た
、『
南
方
週
末
』
は
度
々
批
判
報
道
を
行
う
が
、
そ
の
内
容
は
党
の
許
す
範
疇
の
限
界
に
す
ぎ
ず
、

む
し
ろ
「
党
の
機
関
紙
事
業
の
一
部
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
党
の
処
罰
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
を
行

う
研
究
者
も
い
る
（
西　
二
〇
一
四
）。
そ
の
ほ
か
、
中
国
の
ダ
ム
建
設
の
環
境
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
関
す
る
国
際
世
論
は
、
中
国
の

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
た
と
え
報
道
さ
れ
て
も
海
外
に
対
し
て
反
論
を
行
い
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
よ
う
な
論
調
を

と
る
こ
と
が
、
青
山
瑠
妙
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
（
青
山　
二
〇
一
〇
ａ；

ｂ
）。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
偽
物
撲
滅
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
商
業
紙
・
機
関
紙
と
も
に
政
府
の
影
響
の
下
に
、「
偽
物
撲
滅
英
雄
」
王
海
を
大
々
的
に
宣
伝
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
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ン
に
対
す
る
大
衆
の
注
目
を
集
め
さ
せ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
正
当
性
を
強
化
し
た
と
す
る
研
究
も
あ
る
（
呉　
二
〇
一
四
）。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
諸
研
究
の
い
ず
れ
も
、
権
力
の
主
体
／
客
体
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
構
図
か
ら
脱
却
し
て
お
ら
ず
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
報
道
、
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
通
し
て
い
る
情
報
が
、
中
国
社
会
に
お
い
て
社
会
的
現
実
を
い
か
に
構
築
し
、

現
実
を
意
味
付
け
て
き
た
か
と
い
う
問
題
に
迫
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
の

関
係
性
の
他
の
三
つ
の
類
型
、
す
な
わ
ち
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
取
捨
選
択
の
権
力
性
」・「
現
実
を
構
築
す
る
権
力
性
」・「
意
味
づ

け
の
権
力
性
」
は
し
ば
し
ば
看
過
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
に
関
す
る
政
治
経
済
学
の

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
域
を
越
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
言
説
が
相
互
に
作
用
す
る
点
に
特
に
注
目
し
な
が
ら
、
二

〇
〇
七
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
間
に
、
中
国
の
東
南
地
方
か
ら
東
北
地
方
、
西
南
地
方
ま
で
に
わ
た
っ
て
飛
び
火
し
た
反
パ
ラ
キ

シ
リ
ン
（
Ｐ
Ｘ
）
運
動
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
い
う
概
念
を
援
用
し
つ
つ
、
い
か

よ
う
に
し
て
反
Ｐ
Ｘ
言
説
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
盛
り
上
が
り
を
超
え
て
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
と

な
り
、
反
対
運
動
自
体
の
攻
勢
に
影
響
し
た
の
か
考
察
し
た
。
こ
の
試
み
は
、
中
国
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
報
道
が
有
す
る
「
特
定
の

争
点
を
全
国
範
囲
ま
で
に
押
し
上
げ
る
権
力
」、「
社
会
的
現
実
を
構
築
す
る
と
い
う
権
力
」、「
意
味
付
け
を
行
う
権
力
」
を
重
視
し
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
視
点
か
ら
、
今
日
の
中
国
メ
デ
ィ
ア
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
権
力
性

　

報
道
を
行
う
際
に
、「
一
定
の
視
点
に
立
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
社
会
を
記
述
し
、
説
明
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」（M

cCullagh�

2002:�25�

）。
そ
う
し
た
作
業
を
通
じ
、「
認
識
さ
れ
た
現
実
の
幾
つ
か
の
局
面
を
選
択
し
、
伝
達
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
の
中
で
そ
れ
ら
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の
局
面
を
顕
出
化
さ
せ
る
」（Entm

an�1993:�52�

）。
そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
呼
ぶ
。
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
社
会
過
程
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
生
産
過
程
と
受
容
過
程
、
い
ず

れ
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
多
く
関
心
を
集
め
て
き
た
（
大
石　
二
〇
一
四
）。
ニ
ュ
ー
ス
の
生
産
過
程
を
重
視
し
な
が
ら
、
メ

デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
に
関
し
て
考
察
を
行
っ
た
典
型
例
と
し
て
は
、『
ニ
ュ
ー
ス
社
会
学
』
の
著
者
、
Ｇ
・
タ
ッ
ク
マ
ン
を
取
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
ッ
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
組
織
は
自
ら
の
視
界
に
特
有
な
制
限
を
持
ち
、
そ
う
し
た
視
界
の
制
限

こ
そ
が
ニ
ュ
ー
ス
の
フ
レ
ー
ム
だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
（T

uchm
an�1978=1991;�

烏
谷　
二
〇
一
六
）。

　

ま
た
、
批
判
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
は
政
治
エ
リ
ー
ト
に
一
方
的
に
支
配
さ
れ
る
存
在
で

は
な
く
、
大
衆
文
化
の
生
産
や
受
容
を
通
じ
て
、
支
配
的
な
文
化
の
再
生
産
に
加
担
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
エ

ン
ス
が
様
々
な
局
面
で
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
出
来
事
や
ニ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
フ
レ
ー
ム
を
形
作
る
こ
と
に
な

る
。「
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
が
一
方
向
的
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
社
会
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
・
フ
レ
ー
ム
と
共
鳴
、
な
い
し
は
共
振
し
な
が
ら
作
用
す
る
」
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る
（
大
石　
二
〇
一
四
：
七
〇
）。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
の
相
互
作
用
を
考
察
す
る
研
究
の
中
に
、「
社
会
心
理
学
的
な

影
響
」
と
「
政
治
社
会
学
的
な
影
響
」
を
そ
れ
ぞ
れ
重
視
す
る
と
い
う
二
つ
の
流
派
が
あ
る
（
伊
藤　
二
〇
〇
九
）。
し
か
し
社
会
心

理
学
的
な
影
響
を
重
視
し
た
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
論
」
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
研
究
に
代
わ
る
パ
ワ
フ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
論
の
新
し

い
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
る
（
烏
谷　
二
〇
一
六；

大
石　
二
〇
一
四；

伊
藤　
二
〇
〇
九
）。

　

他
方
、
政
治
社
会
学
的
な
影
響
を
重
視
し
た
研
究
が
注
目
す
る
の
は
、
同
時
代
の
出
来
事
を
巡
る
「
社
会
的
意
味
を
定
義
」
す
る

こ
と
（
烏
谷　
二
〇
一
六
）
や
、
多
様
な
言
説
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
思
想
の
市
場
」
に
お
い
て
、
多
様
な
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
フ

レ
ー
ム
を
支
配
的
フ
レ
ー
ム
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
競
い
合
う
「
力
関
係
」
で
あ
る
（
伊
藤　
二
〇
〇
九
）。
例
え
ば
、
ギ
ャ
ム
ソ
ン

は
、
あ
る
争
点
を
意
味
付
け
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
を
考
察
し
、
ま
た
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
メ
デ
ィ
ア
言
説
を
利
用
し
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争
点
を
ど
の
よ
う
に
定
義
付
け
て
い
く
か
に
注
目
し
た
（Gam

son�&
�M

odigliani�1989

）。
Ｒ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
ら
が
そ
れ
を
発
展
さ

せ
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
が
い
か
に
相
互
作
用
し
、「
共
通
知
識
」
を
創
造
し
て
い
る
か
を
解

明
し
た
（N

eum
an,�Just�&

�Crigler�1992=2008

）。
ま
た
、
Ｒ
・
エ
ン
ト
マ
ン
の
カ
ス
ケ
ー
ド
・
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
が

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
出
来
事
の
あ
る
側
面
を
強
調
し
、
伝
達
し
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
関
心
を
喚
起
す
る
。
そ
し
て
、
特
定
の

フ
レ
ー
ム
を
支
援
す
る
よ
う
な
考
え
方
が
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
行
き
渡
り
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
態
度
が
世
論
調
査
の
結
果
と
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ
、
政
治
エ
リ
ー
ト
に
伝
達
さ
れ
る
（Entm

an�2004

）。
そ
の
ほ
か
、
Ｔ
・
ギ
ト
リ
ン
の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動

の
報
道
に
関
す
る
研
究
は
、
運
動
側
の
政
治
的
主
張
と
い
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
周
辺
化
、
瑣
末
化
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
運
動
の
正
当
性
自
体
が
弱
体
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
描
写
し
た
（Gitlin�1980

）。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
フ

レ
ー
ム
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
の
相
互
作
用
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
に
備
わ
る
権
力
と

い
う
概
念
が
提
起
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
「
①
歴
史
的
に
培
わ
れ
た
社
会
の
価
値
観
の
分
布
→
②
そ
れ
に
依
拠
し
な
が
ら
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
作
動
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
→
③
社
会
の
多
数
派
が
共
有
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
→

④
社
会
の
価
値
観
の
分
布
の
再
生
産
と
い
う
循
環
過
程
」
で
あ
る
（
大
石　
二
〇
一
四
：
七
八
）。

　

中
国
の
事
例
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
共
産
党
の
権
力
か
ら
自
立
し
、
フ
レ
ー
ム
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
事
情
を
踏
ま
え
、
ニ
ュ
ー
ス
生
産
過
程
に
お
け
る
フ
レ
ー
ム
形
成
の
考
察
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。
そ
れ
に
代
え
て
、

す
で
に
公
的
な
情
報
と
し
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ス
ト
の
中
に
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
を
発
見
し
、
そ
う
し
た
メ

デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
の
相
互
作
用
を
重
視
し
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
が
社
会
的
現
実
を
い
か
に

定
義
付
け
、
い
か
に
社
会
に
お
け
る
意
味
を
構
築
す
る
か
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
権
力
性
が
い
か
に
作
用
し
て
い
る
か
に

注
目
す
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
が
社
会
的
価
値
観
を
再
生
産
し
、
結
局
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
諸
力
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
検
証
す
る
に
は
、
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二
〇
〇
七
年
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
、
そ
の
後
各
地
に
飛
び
火
し
、
二
〇
一
四
年
末
頃
に
沈
静
化
し
た
一
連
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
は
好
例
で

あ
る
。
中
国
の
経
済
・
政
治
が
相
対
的
に
安
定
し
て
い
た
八
年
の
間
に
、
支
配
的
価
値
観
が
い
か
に
再
生
産
さ
れ
た
の
か
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
Ｗ
・
ギ
ャ
ム
ソ
ン
が
世
論
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
ら
は
深
層
面
接
・
質
問
紙
調
査
を
用
い

て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
を
特
定
し
て
い
る
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
継
続
的
な
世
論
調
査
デ
ー
タ
が
欠
け
て
お
り
、
ま
た

集
合
的
行
為
の
引
き
金
と
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
書
き
込
み
も
現
在
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
（K

ing,�etc.�2013;�T
u�2014

）
た
め
、

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
を
検
証
す
る
こ
と
は
一
見
、
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
で
取
り
扱
う
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
事
例
は
、

中
国
国
内
及
び
海
外
の
多
く
の
報
道
機
関
や
研
究
者
の
関
心
を
集
め
た
。
そ
の
た
め
各
地
に
お
い
て
抗
議
運
動
が
行
わ
れ
た
当
時
の

海
外
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
綿
密
に
整
理
し
、
抗
議
者
が
持
っ
て
い
る
プ
ラ
カ
ー
ド
の
写
真
、
抗
議
運
動
参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

そ
し
て
各
抗
議
運
動
の
現
場
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
し
た
研
究
者
が
収
集
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
利
用
す
れ
ば
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
・
フ
レ
ー
ム
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

三　

反
Ｐ
Ｘ
運
動
及
び
そ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究

　

パ
ラ
キ
シ
レ
ン
（
Ｐ
Ｘ
）
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
作
る
た
め
の
基
礎
化
学
品
で
あ
る）

1
（

。
二
〇
一
四
年
ま
で
の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｘ
生
産
ト
ッ
プ
は
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り）

2
（

、
二
〇
一
四
年
に
中
国
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
新
プ

ラ
ン
ト
が
稼
働
さ
れ
た）

3
（

。
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
Ｐ
Ｘ
の
毒
性
は
Ｐ
Ｘ
生
産

の
た
め
の
原
油
よ
り
低
い）

4
（

が
、
Ｐ
Ｘ
生
産
の
安
全
性
や
そ
れ
に
付
随
す
る
廃
棄
物
の
毒
性
な
ど
は
中
国
に
お
い
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

三
菱
ガ
ス
化
学
は
、
Ｐ
Ｘ
の
発
が
ん
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る）

5
（

が
、
中
国
に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｘ
の
発
が
ん
性
と
白
血
病
誘
発

性
に
対
す
る
懸
念
は
、
市
民
の
中
に
す
で
に
浸
透
し
て
い
る
。



140

法学研究 93 巻 12 号（2020：12）
　

Ｐ
Ｘ
と
い
う
化
学
品
が
中
国
に
お
い
て
、
初
め
て
一
般
市
民
の
注
目
を
集
め
た
の
は
二
〇
〇
七
年
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
、

廈ア
モ
イ門

大
学
化
学
生
物
学
科
の
趙
玉
芬
教
授
ら
は
廈
門
市
政
府
に
オ
ー
プ
ン
レ
タ
ー
を
送
り
、
当
時
、
東
南
地
方
の
福
建
省
廈
門
市
海

滄
区
に
建
設
予
定
で
あ
っ
た
Ｐ
Ｘ
工
場
の
立
地
を
再
検
討
す
べ
き
だ
と
勧
告
し
た
（
徐　
二
〇
一
一
）。
ま
た
、
趙
教
授
は
二
〇
〇
七

年
三
月
に
一
〇
五
名
の
全
国
政
治
協
商
会
議
委
員
と
連
名
で
、「
廈
門
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
移
転
に
関
す
る
提
言
」
を
全
国
政
治
協

商
会
議
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
趙
教
授
の
提
言
は
多
く
の
新
聞
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、「
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
は
化
学
の
専
門
家
で
さ

え
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
認
識
が
廈
門
市
民
の
中
に
広
ま
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
五
月
、「
も
し
廈
門
で
Ｐ
Ｘ
と
い
う
猛

毒
の
化
学
品
が
生
産
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
廈
門
島
に
原
子
爆
弾
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
だ
」
と
い
っ
た
携
帯
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
廈
門
市
民
の
間
に
拡
散
さ
れ
た
（
趙
＝
劉　
二
〇
一
〇
）。
六
月
一
日
、
廈
門
市
民
が
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

抗
議
運
動
を
行
っ
た
。
七
日
、
廈
門
政
府
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
や
め
る
と
発
表
し
、
一
二
月
に
は
市
民
座
談
会
を
開
き
、
Ｐ
Ｘ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
人
口
密
度
が
比
較
的
低
い
漳し

ょ
う

州し
ゅ
う

市
に
移
転
す
る
こ
と
決
め
た
（
徐　
二
〇
一
〇；

趙
＝
劉　
二
〇
一
〇
）。

　

二
〇
〇
七
年
六
月
、
ま
さ
に
廈
門
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
最
高
潮
に
達
し
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
東
北
地
方
の
大
連
市
郊
外
に
お
い
て

も
、
同
じ
く
Ｐ
Ｘ
工
場
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た）

6
（

。
廈
門
と
は
異
な
り
、
大
連
で
は
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
に
対
す
る
抗
議
運
動
は
起
こ
ら
ず
、

同
工
場
は
二
〇
〇
九
年
三
月
か
ら
稼
働
し
始
め
た）

7
（

。
二
〇
一
一
年
八
月
八
日
に
、
台
風
九
号
の
被
害
に
よ
っ
て
防
波
堤
が
破
壊
さ
れ

る
と
、
稼
働
か
ら
す
で
に
二
年
が
経
過
し
て
い
た
大
連
の
Ｐ
Ｘ
工
場
は
生
産
を
即
時
に
停
止
し
た
。
二
〇
一
一
年
八
月
一
四
日
、
大

連
に
お
い
て
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
し
た
。「
死
に
た
く
な
い
・
安
全
な
環
境
を
求
む
、
大
連
を
返
せ
、
Ｐ
Ｘ
出
て
行
け
」「
故
郷
を
救

え
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
デ
モ
隊
が
大
連
市
政
府
前
の
広
場
に
集
ま
っ
た）

8
（

。
し
か
し
、
こ
の
抗
議
運
動
が
沈
静
化
す
る
と
、
大

連
の
Ｐ
Ｘ
工
場
は
再
び
稼
働
を
始
め
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
爆
発
事
故
を
起
こ
し
た）

9
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
一
一
年
八
月
の

抗
議
運
動
以
降
、
大
連
に
お
い
て
反
Ｐ
Ｘ
運
動
は
発
生
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
二
〇
一
二
年
と
二
〇
一
三
年
に
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
そ
れ
ぞ
れ
東
南
地
方
の
浙
江
省
寧
波
市
と
西
南
地
方
の
雲
南
省
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昆
明
市
で
発
生
し
た
。
ま
た
、
西
北
地
方
の
西
安
市
・
西
南
地
方
の
成
都
市
・
東
部
沿
岸
地
域
の
山
東
省
青
島
市
に
計
画
さ
れ
た
Ｐ

Ｘ
工
場
建
設
も
世
論
の
圧
力
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
頓
挫
し
た
。
さ
ら
に
、
廈
門
の
代
わ
り
に
漳
州
に
建
設
さ
れ
た
Ｐ
Ｘ
工
場
が
、
二

〇
一
三
年
に
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
二
年
間
は
、
Ｐ
Ｘ
反
対
の
感
情
が
、
中
国
全
土
に
最
も
広
く
共
有
さ
れ
た
時
期
で

あ
る
。
寧
波
と
昆
明
の
抗
議
現
場
に
お
い
て
は
、「
大
連
も
、
廈
門
も
（
反
対
運
動
を
）
行
っ
て
い
た
。
我
々
も
や
ら
な
い
と
面
目
を

失
う
」、「
大
連
と
廈
門
に
お
い
て
強
烈
に
反
対
さ
れ
た
Ｐ
Ｘ
工
場
を
昆
明
と
い
う
山
紫
水
明
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
本

当
に
怒
り
を
感
じ
る
」、「
恐
怖
は
過
去
の
事
例
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
廈
門
の
Ｐ
Ｘ
の
事
例
な
ど
だ
」（
李
＝
舒　
二
〇

一
五
：
五
二
）
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

　

二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
、
中
国
広
東
省
の
西
南
部
に
あ
る
小
さ
な
町
、
茂マ

オ

名ミ
ン

市
で
大
規
模
な
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
し
た
。
こ
の

抗
議
運
動
に
関
し
て
は
、
日
本
の
新
聞
で
も
「
中
国
で
デ
モ
隊
一
万
人
衝
突
、
多
数
負
傷
」（
産
経
新
聞
四
月
一
日
東
京
朝
刊
）、「
広

東
で
一
万
人
抗
議
デ
モ
」（
読
売
新
聞
四
月
二
日
東
京
朝
刊
）、「
広
東
、
工
場
建
設
巡
り
住
民
抗
議
」（
日
本
経
済
新
聞
四
月
五
日
朝
刊
）、

「
天
安
門
事
件
二
五
年
根
深
い
矛
盾
、
民
の
権
利
意
識
抑
え
き
れ
ず
」（
日
本
経
済
新
聞
六
月
四
日
）
と
報
道
さ
れ
た
。

　

茂
名
の
事
例
に
関
し
て
言
え
ば
、
地
方
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
が
市
民
の
情
報
源
と
な
り
、
そ
し
て
ま
さ
に
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
宣
伝
が
か
え
っ
て
反
対
運
動
を
促
す
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
茂
名
の
地
方
機
関
紙
が
二
〇
一
四

年
二
月
半
ば
か
ら
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
市
民
の
反
感
と
不
信
を
買
っ

た
の
で
あ
る
（Lee�&

�H
o�2014

）。
そ
し
て
三
月
に
、
茂
名
市
政
府
は
機
関
紙
上
で
の
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
他
に
、
茂
名
市
政
府

が
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
会
議
も
開
い
た
。
そ
の
座
談
会
形
式
の
会
議
に
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
な
ど
で
注
目
を

集
め
た
現
地
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
も
招
か
れ
、「
茂
名
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
状
況
紹
介
」
の
チ
ラ
シ
、
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
宣
伝

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
ま
た
Ｐ
Ｒ
映
像
が
放
映
さ
れ
た
。
会
議
に
出
席
し
た
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
た
ち
は
、
そ
の
場
で
不
信
を
抱

き
「
デ
モ
」
に
言
及
し
始
め
た
。
茂
名
の
Ｐ
Ｘ
工
場
の
建
設
予
定
地
近
く
に
住
む
女
性
は
「
政
府
は
毒
性
が
低
く
生
活
に
影
響
な
い
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と
言
う
が
信
じ
ら
れ
な
い）

（1
（

」
と
語
っ
た
。
ま
た
、「
廈
門
で
も
昆
明
で
も
建
設
で
き
な
い
工
場
を
、
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
の
茂
名
に
建
設

す
る
の
か
？
」（
陳　
二
〇
一
四
）
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
茂
名
に
お
い
て
デ
モ
に
参
加
し
た
人
々
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
っ
たLee�&

�H
o

の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
廈
門
、
大
連
、
寧
波
の
人
々
が
抗
議
し
て
、
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
停
滞
し
た
と

聞
い
た
。
茂
名
市
政
府
は
、
市
民
の
命
を
重
視
し
な
い
。
彼
ら
は
Ｐ
Ｘ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
利
益
を
享
受
し
た
い
だ
け
」、「
政

府
が
積
極
的
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
私
は
Ｐ
Ｘ
が
怪
し
い
と
思
う
」、「
私
は
Ｐ
Ｘ
自
体
に
対
し
て
は
反
対
し
な
い
。

で
も
茂
名
な
ど
の
信
頼
性
の
な
い
政
府
が
う
ま
く
設
備
を
管
理
で
き
る
と
信
じ
な
い
」（Lee�&

�H
o�2014:�35�

）
と
い
っ
た
茂
名
市
民

の
声
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
茂
名
の
事
例
の
特
徴
は
、
デ
モ
隊
が
街
か
ら
撤
退
し
た
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
激
し
く
議
論
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
茂
名
で
デ
モ
が
発
生
し
た
直
後
の
三
月
三
一
日
未
明
、
百
度
百
科）

（（
（

の
Ｐ
Ｘ
の
ペ
ー
ジ
に
、
元
々
「
毒
性
が
低

い
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、「
猛
毒
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
。
清
華
大
学
化
学
工
学
学
科
の
学
生
が
そ
れ
に
気
づ
き
、
こ
れ

に
反
論
す
る
形
で
、
再
び
「
毒
性
は
低
い
」
と
書
き
直
し
、「
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
レ
ベ
ル
の
毒
性
」
と
書
き
込
ん
だ
。
し
か
し
、
ま

た
再
び
「
猛
毒
」
で
あ
る
と
書
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
の
六
日
間
、
Ｐ
Ｘ
が
「
毒
性
の
低
い
」
物
質
で
あ
る
か
、
も
し
く
は

「
猛
毒
」
で
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
三
六
回
に
わ
た
り
繰
り
返
し
書
き
換
え
ら
れ
た
。
四
月
五
日
に
、
百
度
百
科
の
サ
イ
ト
運

営
者
が
Ｐ
Ｘ
を
毒
性
の
低
い
化
合
物
と
し
て
ロ
ッ
ク
し
、
書
き
直
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
（
周　
二
〇
一
四
）。
Ｐ
Ｘ
を
自
ら
の
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
学
生
は
、
Ｐ
Ｘ
を
猛
毒
だ
と
書
き
換
え
る
こ
と
が
「
悪
意
に
満
ち
た
動
員
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
後
、

Ｐ
Ｘ
が
「
猛
毒
」
で
あ
る
と
書
き
込
ん
だ
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が
、
茂
名
の
市
民
で
あ
っ
た
と
特
定
さ
れ
た
際
に
は
、
学
生
は
そ
の

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
「
あ
な
た
の
行
為
は
民
衆
の
判
断
を
誤
ら
せ
る
行
為
だ
」
と
告
げ
た
。
清
華
大
学
の
学
生
は
Ｐ
Ｘ
の
毒
性
を
書
き

換
え
た
際
に
、
以
下
の
コ
メ
ン
ト
も
書
き
込
ん
で
い
る
。「
我
々
清
華
化
学
工
学
（
学
科
）
は
、
民
衆
の
誤
解
を
解
消
さ
せ
る
責
任

が
あ
る
。
化
学
の
陣
地
を
守
る
責
任
が
あ
る
」（
四
月
二
日
）、「
清
華
大
学
化
学
工
学
（
学
科
）
は
今
日
命
を
懸
け
て
こ
の
項
目
へ
の
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記
載
を
守
る
」（
四
月
二
日
）。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
出
来
事
を
「
清
華
大
学
学
生
に
よ
る
百
度
に
お

け
る
Ｐ
Ｘ
関
連
書
き
込
み
の
防
衛
戦
」
と
名
付
け
て
報
道
し
た
。
中
国
中
央
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
四
月
五
日

に
「
Ｐ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
民
主
的
で
科
学
の
価
値
を
重
視
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト）

（1
（

」
と
報
道
し
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
13
）
は
四
月
六
日
一
八
時
三
〇
分
に
「
清
華
学
生
、
百
度
の
Ｐ
Ｘ
関
連
書
き
込
み
を
日
夜
防
衛
す
る）

（1
（

」
と
い
う
字
幕
を
打
ち

な
が
ら
、
こ
の
出
来
事
を
報
道
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
四
月
六
日
に
、
福
建
省
漳
州
市
の
Ｐ
Ｘ
工
場
に
お
い
て
、
再
び
爆
発
事
故
が
発
生
し
た
が
、
こ
の
時
は
漳

州
に
お
い
て
反
Ｐ
Ｘ
運
動
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
に
関
し
て
は
、
数
多
く
の
先
行
研
究
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
動
員
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
を

展
開
し
た
。
た
と
え
ば
、H

ung
は
二
〇
〇
七
年
の
廈
門
の
Ｐ
Ｘ
運
動
の
発
生
要
因
を
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
市
民
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
と
し
て
帰
結
し
た
。H

ung

に
よ
れ
ば
、
廈
門
大
学
の
趙
教
授
が
政
治
協
商
会
議
に
提
出
し
た
提
言
は
多
く
の
商
業
紙
に
よ
っ

て
報
じ
ら
れ
た
が
、
即
時
に
運
動
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
廈
門
ロ
ー
カ
ル
の
生
活
関
連
Ｂ
Ｂ

Ｓ
に
て
注
目
を
集
め
て
い
た
ブ
ロ
ガ
ー
に
よ
っ
て
、
趙
教
授
の
提
言
が
ブ
ロ
グ
に
転
載
さ
れ
、
解
説
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
、
廈
門
市

民
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（H

ung�2013
）。
ま
たLee�&

�H
o

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
の
茂
名
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
は

組
織
化
の
程
度
が
低
く
、
指
揮
者
が
い
な
い
た
め
、
暴
力
ま
で
に
発
展
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
主
流
メ
デ
ィ
ア
を
資
源
と
し
て
動

員
で
き
な
い
茂
名
市
民
が
大
規
模
な
運
動
を
起
こ
す
に
至
っ
た
原
因
は
、
や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

に
あ
る
と
い
う
（Lee�&

�H
o�2014

）。
ま
た
、
茂
名
の
事
例
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
言
説
が
市
政
府
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
ー
を
求
め
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
メ
デ
ィ
ア
上
に
現
れ
る
Ｐ
Ｘ
に
関
す
る
言
説
が
Ｐ
Ｘ
の
科
学
的
性
質
に
執

着
し
す
ぎ
て
い
た
た
め
、
論
点
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
原
因
で
衝
突
が
起
き
た
と
い
う
分
析
も
見
ら
れ
た
（T

u�2015

）。
そ
の
他
、
多
く
の

中
国
語
文
献
が
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
発
生
原
因
を
市
民
の
権
利
意
識
の
高
ま
り
と
地
方
政
府
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
不
備
に
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あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
員
や
テ
ク
ニ
カ
ル
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民
意
識
の
成
長
を
論
じ
た
こ
れ
ら
の
論
文
で
は
、

二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
五
年
に
二
度
も
爆
発
事
故
を
経
験
し
た
漳
州
に
お
い
て
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
起
き
て
い
な
い
こ
と
と
、
二
〇
一
一

年
か
ら
Ｐ
Ｘ
生
産
プ
ラ
ン
ト
を
再
稼
働
し
た
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
四
年
に
同
じ
く
爆
発
事
故
を
経
験
し
た
大
連
に
お
い
て
二
度
目

の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
解
釈
で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
連
の
反
Ｐ
Ｘ

運
動
の
全
体
像
を
整
理
し
た
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
運
動
の
発
生
・
発
展
と
の
相
互
作
用
や
、
先
行
し
た
運
動
に
関
す
る
報

道
が
社
会
に
お
い
て
い
か
に
意
味
を
構
築
し
、
後
続
す
る
運
動
に
対
し
て
い
か
に
影
響
を
与
え
た
か
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
に
な
さ

れ
て
い
な
い
。

四　

メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
分
析

　

本
節
で
は
、
廈
門
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
顕
在
化
す
る
前
の
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
か
ら
、
茂
名
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
沈
静
化
し
た
二
〇

一
四
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
報
道
さ
れ
た
記
事
を
分
析
し
、
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
変
容
を
考
察
し
た
い
。
調
査
対
象
は

全
国
紙
と
地
方
紙
と
し
た
。
全
国
紙
の
代
表
と
し
て
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
機
関
紙
『
人
民
日
報
』、
と
商
業
志
向
で
度
々

批
判
報
道
を
行
う
『
南
方
都
市
報
』
や
『
南
方
週
末
』
を
選
び
、
ま
た
、
反
対
運
動
を
受
け
、
工
場
建
設
地
を
近
辺
の
地
方
都
市
に

移
し
て
Ｐ
Ｘ
生
産
を
実
現
さ
せ
た
廈
門
市
と
一
時
生
産
停
止
し
た
が
後
に
再
稼
働
し
た
大
連
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
紙
『
廈
門
日

報
』『
大
連
日
報
』
を
地
方
紙
の
代
表
と
し
て
選
出
し
た
。
結
果
、『
人
民
日
報
』
の
記
事
を
七
九
件
、『
南
方
週
末
』
の
記
事
を
三

九
件
、『
南
方
都
市
報
』
の
記
事
を
一
七
五
件
、『
廈
門
日
報
』
の
記
事
を
三
六
件
、『
大
連
日
報
』
の
記
事
を
四
一
件
抽
出
し
、
計

二
五
二
件
の
記
事
に
対
し
て
言
説
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
時
系
列
で
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
変
容
を
観
察
す
る
た
め
、
二
〇
〇
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七
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
間
を
四
つ
の
時
期
に
区
分
し
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
報
道
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
と
し
た
。
つ
ま
り
、
廈

門
の
Ｐ
Ｘ
問
題
が
争
点
と
し
て
浮
上
し
た
二
〇
〇
七
年
三
月
か
ら
、
大
連
の
Ｐ
Ｘ
反
対
運
動
が
発
生
す
る
直
前
の
二
〇
一
一
年
七
月

ま
で
の
間
を
「
廈
門
時
期
」
と
す
る
。
そ
し
て
大
連
の
台
風
被
害
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｘ
生
産
設
備
の
故
障
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た

二
〇
一
一
年
八
月
か
ら
寧
波
の
反
Ｐ
Ｘ
問
題
が
活
性
化
す
る
直
前
の
二
〇
一
二
年
四
月
ま
で
を
「
大
連
時
期
」
と
す
る
。
寧
波
の
Ｐ

Ｘ
工
場
建
設
が
争
点
と
な
っ
た
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
、
茂
名
市
政
府
が
Ｐ
Ｘ
の
科
学
的
安
全
性
の
キ
ャ
ー
ペ
ン
を
行
う
前
の
二
〇

一
四
年
一
月
ま
で
の
間
を
「
多
発
時
期
」
と
す
る
。
こ
の
時
期
は
、
西
安
・
成
都
・
青
島
に
て
計
画
さ
れ
た
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
が
世
論

の
圧
力
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
時
期
で
あ
り
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
は
雲
南
省
昆
明
市
で
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
し
、
さ
ら
に
二
〇
一
三

年
七
月
三
〇
日
に
は
漳
州
の
Ｐ
Ｘ
工
場
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
最
後
に
、
茂
名
市
政
府
が
積
極
的
な
Ｐ
Ｘ
宣
伝
キ
ャ
ー
ペ

ン
を
行
っ
た
二
〇
一
四
年
二
月
か
ら
二
〇
一
四
年
一
二
月
ま
で
を
「
茂
名
時
期
」
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
各
時
期
の
各
新
聞
の
言
説
の
特
徴
を
、
エ
ン
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
化
行
為
の
四
つ
の
機
能
、
つ
ま

り
特
定
の
事
柄
に
関
し
て
①
問
題
の
定
義
と
明
確
化
、
②
問
題
の
原
因
の
特
定
、
③
道
徳
的
な
価
値
判
断
、
④
問
題
の
解
決
方
案
の

提
示
と
い
っ
た
図
式
（Entm

an�2004:�5�

―6�；

伊
藤　
二
〇
〇
九；

大
石　
二
〇
一
四
）
に
分
類
し
、
表
1
に
ま
と
め
た
。

　

表
1
に
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
廈
門
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
に
関
す
る
報
道
の
多
く
は
、
廈
門
市
民
の
公
共
問
題
へ
の
関
心
と
、
廈
門

政
府
が
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
市
民
座
談
会
を
開
い
た
行
為
を
高
く
評
価
し
た
。『
人
民
日
報
』

で
さ
え
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誕
生
二
〇
周
年
を
迎
え
た
中
国
で
は
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
が
社
会
主
義
民
主
政
治
を
建
設
す
る
有

力
な
担
い
手
と
な
っ
た）

（1
（

」
と
報
道
し
た
。『
南
方
週
末
』
は
、
こ
う
し
た
民
意
の
爆
発
の
根
本
的
な
原
因
は
中
国
に
お
け
る
民
主
制

度
の
欠
如
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
『
南
方
週
末
』
が
シ
ニ
カ
ル
な
体
制
批
判
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
南
方
週
末
』
も
行
政
側
の
進
歩
性
を
評
価
し
、
座
談
会
の
政
府
代
表
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
行
政
側

の
視
点
か
ら
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
過
程
を
記
事
に
し
た
。
総
じ
て
、
廈
門
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
を
「
民
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廈門時期 大連時期 多発時期 茂名時期

問題の定義 廈門市民の意見
表 明、 ネ ッ ト
ユーザーの公共
問題への関心、
地方政府が民意
に耳を傾けた

工場の安全対策
の不備、都市計
画における工場
立地選択の不合
理性、利益とリ
スクの配分の不
平等性

PX の生産量を
維持できなけれ
ば、経済発展が
大きく妨げられ
る

デマを信じた市
民の過剰反応、
清華大生の理性
に基づいた知識
普及

原因の特定 民主制度の欠如、
市民意識の高揚、
社会主義民主主
義の発展

PX 工場建設当
時の政策決定の
不透明さ、「PX
の毒性が高い」
というデマの拡
散

生産の安全性が
保障されていな
い、市民が PX
の毒性に関する
デマに乗っ取ら
れた

市民の PX に関
する科学知識の
無さ、清華大生
の科学知識普及
に対する責任感

道徳的判断 市民意識の高揚
としては道徳性
が高い、地方政
府が市民の声に
応じたことも道
徳性が高い、漳
州に移転した工
場が経済に大き
く貢献し、道徳
性が高い

安全対策の不備
としては道徳性
が低い、立地選
択の不合理性と
して行政側の道
徳性が低い、市
民側がデマを信
じた点は道徳性
が高くない

生産の安全性を
保障できないこ
とは道徳性が低
い、科学知識を
入手しようとせ
ずデマを信じる
市民の道徳性が
低い、経済発展
に対する悪影響
を考えない集合
的行為としては
道徳性が低い

デマを信じた市
民の道徳性が低
い、PX の科学
的安全性につい
ての書き込みを
改ざんする茂名
市民の道徳性が
極めて低い

解決方案 市民座談会を開
き、廈門市の近
辺にあり、人口
密度の低い漳州
市に工場を移転
する

工場立地の見直
し、 日 本・ 韓
国・シンガポー
ルにある住宅地
に近い PX 工場
への視察

生産の安全性を
保 障 す る、PX
生産に関する情
報を公開する、
PX に関する科
学知識を普及さ
せる

科学知識を普及
させる

表 1

出典：筆者作成
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主
フ
レ
ー
ム
」
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
方
、
大
連
時
期
に
な
る
と
、
市
民
の
積
極
的
な
意
見
表
明
を
評
価
す
る
「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
が
消
失
し
た
。『
南
方
週
末
』『
南

方
都
市
報
』
は
化
学
工
場
密
集
地
近
く
の
埋
め
立
て
地
に
高
級
住
宅
地
も
建
設
す
る
と
い
う
都
市
計
画
上
の
不
合
理
性
、
Ｐ
Ｘ
生
産

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
利
益
の
配
分
の
不
平
等
性
や
都
市
内
部
各
階
層
の
経
済
格
差
、
工
場
事
故
の
責
任
が
問
わ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
批
判
的
に
報
道
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
民
主
制
度
の
欠
如
を
指
摘
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
大

連
地
方
政
府
の
行
政
上
の
不
備
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。『
人
民
日
報
』
や
『
大
連
日
報
』
は
、
政
府
が
「
民
心
を
安
定
さ
せ
る
」
た

め
に
工
場
を
さ
ら
に
周
辺
的
な
地
域
に
移
転
す
る
こ
と
を
討
議
し
て
い
る
と
報
道
し
た
。
こ
う
し
た
行
政
上
の
不
備
を
批
判
し
、
ま

た
改
善
を
促
す
フ
レ
ー
ム
を
「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
大
連
時
期
か
ら
「
Ｐ
Ｘ
に
関
す

る
科
学
知
識
の
普
及
」
が
多
く
言
及
さ
れ
た
。「
Ｐ
Ｘ
工
場
は
住
宅
地
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
さ
な
け
れ
ば
安
全
性
が
保
障
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
デ
マ
で
あ
る
」、「
Ｐ
Ｘ
の
毒
性
は
低
く
、
ガ
ソ
リ
ン
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
」、「
Ｐ
Ｘ
の
毒
性
が
高
く
な

い
」
と
い
っ
た
言
説
が
機
関
紙
、
商
業
紙
と
も
に
見
ら
れ
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
は
、
大
連
の
地
方
機
関
紙
の
『
大
連
日
報
』

に
お
い
て
、
韓
国
・
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｐ
Ｘ
工
場
に
対
す
る
視
察
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
Ｐ
Ｘ
工
場
は
危
険
性
が
低
い
と
す

る
報
道
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
Ｐ
Ｘ
の
基
礎
化
学
品
と
し
て
の
性
質
を
強
調
す
る
フ
レ
ー
ム
を
「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
と
定
義
す
る
。

大
連
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
レ
ー
ム
の
特
徴
は
、「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
と
「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
の
併
用
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
の
多
発
時
期
に
な
る
と
、「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
が
よ
り
一
層
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
や

韓
国
の
Ｐ
Ｘ
工
場
を
詳
細
に
報
道
し
、
Ｐ
Ｘ
が
危
険
な
化
学
物
質
で
は
な
い
こ
と
、
中
国
が
自
国
の
Ｐ
Ｘ
生
産
量
を
維
持
で
き
な
け

れ
ば
、
経
済
発
展
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
「
経
済
フ
レ
ー
ム
」
と
「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
の
併
用
も
見
ら
れ
た
。
他
方
、

こ
の
時
期
、『
人
民
日
報
』
の
一
面
に
は
Ｐ
Ｘ
に
関
連
す
る
報
道
が
三
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
中
国
全
土
に
わ
た
っ
て
反
対

運
動
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
な
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
も
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
各
メ
デ
ィ
ア
は
、
政
府
と
市
民
と
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の
対
立
を
柔
軟
化
さ
せ
る
こ
と
を
重
要
な
争
点
と
し
、
行
政
上
の
改
善
の
呼
び
か
け
が
重
要
視
さ
れ
、
Ｐ
Ｘ
生
産
の
安
全
性
の
保
障
、

Ｐ
Ｘ
に
関
す
る
情
報
公
開
、
政
策
過
程
の
公
開
性
や
透
明
性
を
強
調
し
た
「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
も
多
用
さ
れ
た
。

　

最
後
の
茂
名
時
期
に
お
い
て
は
、
抗
議
運
動
の
参
加
者
が
暴
徒
化
し
、
ま
た
百
度
百
科
の
Ｐ
Ｘ
の
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
の
改
ざ
ん

が
発
覚
さ
れ
た
た
め
、
理
性
的
に
権
利
を
要
求
す
る
市
民
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
無
知
な
群
衆
と
い
う
側
面
が
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
で
共
通
し
て
強
調
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、「
Ｐ
Ｘ
に
反
対
し
た
市
民
は
、
自
己
利
益
し
か
考
え
ず
、
科
学
に
対
し

て
無
知
な
人
々
で
、
道
徳
性
が
極
め
て
低
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
運
動
参
加
者
・
支
持
者
に
押
し
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
と
は
対

照
に
、
清
華
大
学
を
始
め
と
す
る
エ
リ
ー
ト
大
学
の
化
学
専
攻
の
学
生
た
ち
は
、「
科
学
の
根
拠
に
基
づ
く
情
報
を
防
衛
す
る
人
々
」

と
し
て
報
じ
ら
れ
、
茂
名
市
民
と
清
華
大
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
論
戦
が
「
科
学
の
防
衛
戦
」
と
し
て
定
義
付
け
ら
れ
報
じ
ら
れ

た
。
市
民
の
無
知
で
道
徳
性
の
低
い
側
面
を
強
調
す
る
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
を
、「
汚
名
フ
レ
ー
ム
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
茂
名
時
期
に
お
け
る
多
く
の
報
道
で
は
、「
政
府
と
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、

市
民
が
能
動
的
に
科
学
知
識
を
学
ぶ
必
要
も
あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
で
さ
え
も
「
汚
名
フ
レ
ー
ム
」
と
併

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
廈
門
時
期
に
主
に
用
い
ら
れ
た
の
は
「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
連
時
期
以
降
に
は
、「
科
学
フ

レ
ー
ム
」
と
「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
の
併
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
茂
名
市
民
に
よ
る
Ｐ
Ｘ
化
学
的
安
全
性
に
関

す
る
書
き
込
み
の
改
ざ
ん
が
発
覚
し
た
出
来
事
に
よ
っ
て
、「
行
政
フ
レ
ー
ム
」
で
さ
え
「
汚
名
フ
レ
ー
ム
」
の
下
位
フ
レ
ー
ム
と

し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
民
主
を
賞
賛
し
た
七
年
前
の
「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
は
見
る
影
も
な
く
な
っ
た
。
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五　

考　

察

　

第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
に
廈
門
の
Ｐ
Ｘ
反
対
運
動
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
大
連
の
Ｐ
Ｘ

工
場
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
廈
門
の
Ｐ
Ｘ
工
場
移
転
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
全
国
紙
に
多
く
報
道
さ
れ
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
上
で
も
多
く

議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
に
大
連
の
Ｐ
Ｘ
工
場
が
稼
働
し
始
め
た
際
に
は
、
廈
門
の
Ｐ
Ｘ
工
場
移
転
の
事
例
の
よ
う
な

工
場
移
転
を
要
求
す
る
抗
議
運
動
は
、
大
連
に
お
い
て
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
二
〇
〇
九
年
以
降
、
大
連
の
機
関
紙
『
大
連

日
報
』
は
、
Ｐ
Ｘ
工
場
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
経
済
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
数
多
く
の
宣
伝
報
道
を
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
動
員
力
と
市
民
意
識
の
増
加
な
ど
を
重
視
し
た
先
行
研
究
で
は
、
も
は
や
こ
う
し
た
現
象
を
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

二
〇
一
一
年
の
台
風
被
害
に
よ
っ
て
防
波
堤
が
破
壊
さ
れ
、
Ｐ
Ｘ
工
場
の
廃
棄
物
な
ど
が
海
に
流
出
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
際

に
、
大
連
に
お
い
て
初
め
て
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
し
た
。
そ
の
抗
議
運
動
を
可
能
に
し
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
は
、
廈
門
時
期
の

「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
に
よ
る
報
道
だ
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
廈
門
に
お
け
る
反
Ｐ
Ｘ
運
動
は
、
同
じ
く
Ｐ
Ｘ
工
場
の
リ
ス
ク
に
さ

ら
さ
れ
る
大
連
市
民
の
環
境
へ
の
関
心
と
市
民
意
識
に
関
す
る
啓
蒙
に
は
直
接
繫
が
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
大
連
市
民
が
着
目
し

た
の
は
、
廈
門
市
政
府
が
廈
門
市
民
の
主
張
に
耳
を
傾
け
、
市
民
座
談
会
を
開
い
た
こ
と
が
『
人
民
日
報
』
に
激
賛
さ
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
大
連
市
民
は
大
連
市
政
府
に
対
し
て
同
じ
期
待
を
か
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
連
市
政
府
の
広
場
前
に
集
ま
っ
た
抗
議
者
た
ち

は
「
大
連
を
返
せ
」、「
故
郷
を
救
え
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
市
長
お
よ
び
党
委
員
会
書
記
と
の
面
会
を
要
求
し
た
。
つ
ま

り
、
廈
門
時
期
の
「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
に
よ
っ
て
、
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
政
治
的
に
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
社
会
的
現
実
」
が

市
民
の
間
に
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
七
地
域
で
大
規
模
な
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
陳
の
研
究
に
よ
る
と
、「
言
論
に
ま
つ
わ
る
客
観
的
状
況
と
は
別
に
、
人
々

は
主
観
的
感
覚
に
基
づ
き
デ
モ
に
参
加
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
感
じ
れ
ば
参
加
す
る
」（
陳　
二
〇
一
五
：
五
一
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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そ
し
て
寧
波
、
昆
明
、
茂
名
の
抗
議
現
場
か
ら
収
集
さ
れ
た
参
加
者
の
声
、「
大
連
も
、
廈
門
も
（
反
対
運
動
を
）
行
っ
て
い
た
。

我
々
も
や
ら
な
い
と
面
目
を
失
う
」
な
ど
は
、
ま
さ
に
「
デ
モ
に
参
加
し
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
構
築
さ
れ
社
会
的
現
実
が
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
に
反
映
し
た
具
体
的
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
き
、
新
た

な
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
発
生
す
る
。
新
た
な
反
Ｐ
Ｘ
運
動
が
報
じ
ら
れ
、「
Ｐ
Ｘ
と
い
う
も
の
が
各
地
で
反
対
さ
れ
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い

化
学
物
質
で
あ
り
、
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
新
た
な
関
連
す
る
社
会
的
現
実
が
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と

も
わ
か
っ
た
。

　
「
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
」
と
「
Ｐ
Ｘ
の
安
全
性
」
な
ど
と
い
っ
た
日
本
に
お
い
て
馴
染
み
の
な
い
よ
う
な
争
点
が
、
中
国
に
お
い
て
は
、

東
北
地
方
か
ら
西
南
地
方
ま
で
に
飛
び
火
し
た
実
態
か
ら
、
廈
門
時
期
の
「
民
主
フ
レ
ー
ム
」
が
有
す
る
争
点
を
全
国
範
囲
ま
で
に

押
し
上
げ
る
権
力
性
が
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
大
連
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
以
降
に
出
て
く
る
「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
は
、
一
般
市
民
の
Ｐ
Ｘ
に
対
す
る
科
学
上
の
誤
解
を
強

調
し
、「
一
般
市
民
の
科
学
に
関
す
る
理
解
が
欠
け
て
い
る
」
と
い
う
社
会
的
現
実
を
構
築
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
衆
の
誤
解
を
解

消
さ
せ
る
責
任
感
覚
が
清
華
大
生
に
押
し
付
け
ら
れ
た
。
清
華
大
生
が
百
度
百
科
の
Ｐ
Ｘ
に
関
連
す
る
書
き
込
み
に
修
正
を
行
う
際

に
、
書
き
込
ん
だ
コ
メ
ン
ト
か
ら
も
、「
科
学
知
識
を
普
及
さ
せ
る
責
任
」
と
い
う
社
会
的
現
実
が
構
築
さ
れ
た
の
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
我
々
清
華
化
学
工
学
（
学
科
）
は
、
民
衆
の
誤
解
を
解
消
さ
せ
る
責
任
が
あ
る
。
化
学
の
陣
地
を
守
る

責
任
が
あ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
明
ら
か
に
メ
デ
ィ
ア
の
「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
の
影
響
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
・
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
反
Ｐ
Ｘ
運
動
に
関
す
る
報
道
の
フ
レ
ー
ム
が
絶
え
ず
に
変
化
し
て
き
た
が
、
共
通

す
る
こ
と
は
、
先
行
し
た
運
動
に
関
す
る
報
道
フ
レ
ー
ム
が
、
後
続
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
様
態
に
実
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
発
展
か
ら
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
「
社
会
的
現
実
」
を
構
築
す
る
権
力
性
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が
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、『
人
民
日
報
』
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
、
利
益
と
リ
ス
ク
の
配
分
の
不
平
等
を
完
全
に
排
除
し
、
清

華
大
学
の
学
生
を
「
我
々
」
の
優
秀
な
代
表
と
し
て
描
き
だ
し
、
Ｐ
Ｘ
工
場
建
設
に
反
対
す
る
茂
名
市
民
を
「
我
々
」
と
は
対
照
的

な
、
国
家
の
経
済
発
展
の
需
要
を
無
視
し
自
己
利
益
し
か
意
識
し
な
い
と
い
っ
た
「
よ
そ
者
」
と
し
て
の
「
彼
ら
」
と
し
て
位
置
付

け
た
。
そ
う
し
た
報
道
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｘ
を
反
対
し
た
地
方
の
住
民
は
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
彼
ら
の
主
張
の
正
当
性
は

社
会
的
に
抑
圧
さ
れ
た
。
こ
の
事
例
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
有
す
る
「
意
味
付
け
」
の
権
力
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

六　

結　

び

　

本
論
文
の
検
証
か
ら
、
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
中
国
社
会
に
対
し
て
一
定
の
影
響
力

を
有
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
抗
議
運
動
を
展
開
す
る
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
Ｐ
Ｘ
に
関
わ
る
争
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
を
中
国
社
会
に
顕
在
化
さ
せ
る
過
程
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が

果
た
し
た
役
割
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
重
視
し
て
き
た
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
作
用
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、

廈
門
時
期
の
反
対
運
動
が
民
主
主
義
の
萌
芽
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
、
こ
の
反
対
運
動
を
め
ぐ
る
『
人
民
日
報
』
を
は
じ
め
と
す
る

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｘ
と
い
う
争
点
が
全
国
範
囲
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、「
民

主
フ
レ
ー
ム
」
に
よ
っ
て
廈
門
の
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
定
義
付
け
が
決
定
し
て
以
来
、
デ
モ
の
自
由
と
い
う
「
社
会
的
現
実
」
が
構
築
さ

れ
、
運
動
が
中
国
各
地
に
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
対
運
動
の
飛
び
火
的
な
拡
大
に
よ
っ
て
フ
レ
ー
ム
は
そ
の

都
度
変
化
し
て
い
っ
た
が
、
各
地
の
反
対
運
動
の
枠
組
み
が
過
去
の
運
動
を
め
ぐ
る
報
道
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
一
定
程
度
方
向
付
け
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ら
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
作
用
が
動
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
補
足
的
な
事
柄
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、「
科
学
フ
レ
ー
ム
」
が
清
華
大
生
の
「
化
学
の
陣
地
を
守
る
責
任
」
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
報
道
が
、
時
と
し
て
運
動
の
構
成
員
を
「
よ
そ
者
」
と
し
て
描
き
出
し
孤
立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
三
種
の
権
力
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
監
視
の
対
象
と
な
る
国
家
権
力
・
公
権
力
と
は
異
な
り
、
社
会
制
度
と
し
て
の

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
自
体
が
有
し
て
い
る
権
力
で
あ
る
。
様
々
な
言
論
統
制
が
存
在
す
る
中
国
に
お
い
て
も
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
は

異
な
る
形
で
は
あ
る
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
は
顕
在
的
に
せ
よ
、
潜
在
的
に
せ
よ
、
世
論
形
成
及
び
政
策
過
程
に
か
な
り
の

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
で
取
り
上
げ
た
反
Ｐ
Ｘ
運
動
の
事
例
の
よ
う
に
、
フ
レ
ー
ム
の
変
容
が
起
こ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
運
動
に
対
す
る

矮
小
化
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
事
例
類
似
性
を
持
つ
例
と
し
て
、
以
下
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
原
子

力
発
電
建
設
計
画
に
対
す
る
新
潟
巻
町
の
住
民
投
票
運
動
に
関
し
て
は
、
新
潟
の
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
が
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
賛

否
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
利
用
し
た
が
、
こ
う
し
た
意
見
の
分
岐
が
次
第
に
『
朝
日
』『
読
売
』
両
紙
に
お
い
て
原
発
反
対
・
推
進
と

い
う
フ
レ
ー
ム
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
住
民
運
動
の
価
値
が
次
第
に
矮
小
化
さ
れ
た
（
渡
辺
二
〇
〇
五
）。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
「
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
の
研
究
を
中
国
地
域
研
究
の
枠
を
超
越
さ
せ
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
理
論
に
貢
献
で
き
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
歴
史
的
、
地
域
比
較
的
な
視
座
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、「
中
国
メ
デ
ィ
ア
」
の
実
証
研
究
を
よ
り
発
展
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
1
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
、
六
月
一
二
日
な
ど
参
照
。

（
2
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
朝
刊
。

（
3
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年
九
月
二
日
。
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（
4
）　Paraxylene

（http://w
w

w
.ilo.org/dyn/icsc/show

card.display?p_lang=en&
p_card_id=0086&

p_version=1

）（

二

〇
一
七
年
二
月
八
日
最
終
接
触
）

（
5
）　

三
菱
ガ
ス
化
学
製
品
情
報
（http://w

w
w

.m
gc.co.jp/seihin/h/03.htm

l

）（
二
〇
一
七
年
二
月
八
日
最
終
接
触
）。

（
6
）　
『
大
連
日
報
』
六
月
二
日
。

（
7
）　
『
大
連
日
報
』
二
〇
〇
九
年
三
月
二
一
日
。

（
8
）　

大
連
反
Ｐ
Ｘ
運
動
現
場
に
関
す
る
写
真
集
。

　
〈http://boxun.com

/new
s/gb/china/2011/08/201108141616.shtm

l

〉（
二
〇
一
七
年
二
月
五
日
最
終
接
触
）。

（
9
）　
「
中
国
最
大
Ｐ
Ｘ
項
目
之
一
大
連
福
佳
大
化
発
生
洩
漏
着
火
」
中
国
新
聞
網
二
〇
一
四
年
一
二
月
七
日

　
〈http://w

w
w

.chinanew
s.com

/sh/2014/12

―07/6852369.shtm
l

〉（
二
〇
一
七
年
二
月
八
日
最
終
接
触
）。

（
10
）　
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年
六
月
五
日
朝
刊
。

（
11
）　

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
相
当
す
る
中
国
語
の
サ
イ
ト
。
Ｐ
Ｘ
項
目
の
修
正
歴
史
と
コ
メ
ン
ト
を
閲
覧
で
き
る
（
二
〇
一
七
年
二
月
八
日

最
終
接
触
）。

　
〈http://baike.baidu.com

/view
/343141.htm

?from
title=PX

&
from

id=2653245&
type=s

〉

（
12
）　

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
Ｐ
Ｘ
項
目
：
民
主
誠
可
貴　

科
学
価
亦
高
」

　
〈http://new

s.cntv.cn/2014/04/05/A
RT

I1396702685274351.shtm
l

〉（
二
〇
一
七
年
二
月
八
日
最
終
接
触
）

（
13
）　

Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
ビ
デ
オ

　
〈http://jiankang.cntv.cn/2014/04/08/A

RT
I1396918140287156.shtm

l

〉（
二
〇
一
七
年
二
月
八
日
最
終
接
触
）

（
14
）　
「
二
〇
〇
七
：
傾
聴
中
国
網
民
」『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
八
年
一
月
四
日
第
五
版
。
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